
　　　　

6 年 10 月 9 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
それぞれの考え方や個性を受け入れ、ともに成長し、子どもたちに寄り添いながら社会に出るための準備をお手伝いします。私たち○△□は、それぞれの考え方や個性を受け入れ、子ど
もたちの可能性を引き出すお手伝いをさせていただきます。将来の自立を念頭に置き、「集団活動を通してルールや社会性を学ぶ」「自分でできることの喜びを知る」「人との関わりを
学び、助け合い、活躍できる場の提供」に取り組みます。また、ご家族の悩みや不安についてもサポートいたします。

事業所名 放課後等デイサービスまるさんかくしかく 作成日支援プログラム

・日付の把握、時間に関する認知の形成（朝の会・帰りの会での日付と曜日の確認、1日のスケジュールの確認、タイマーの活用　等）
・物質の変化と感覚に関する認知の形成（スライム、粘土、水遊び　等）
・空間把握に関する認知の形成（ブロック遊び、積み木　等）
・季節の変化への興味などの感性の形成（季節の散策、戸外活動、季節の制作・調理　等）
・適切な行動の形成、認知の偏りへの配慮（小集団でのゲーム、こだわりや偏食への支援、認知の偏りを配慮した課題設定　等）

・言語の形成と活用（絵本や紙芝居の読み聞かせ、特性に応じた読み書き・発声練習
・言語の受容・表出（朝の会・帰りの会での発語機会　等）
・コミュニケーションの基礎能力の向上（発表ゲーム、買い物学習　等）
・コミュニケーション手段の選択と活用（指差し、身振り、サイン等での意思の伝達支援、絵カードを使ったコミュニケーション支援　等）

・他者との関わり（人間関係）の形成（見立て遊びやごっこ遊び、ペア・グループ遊び　等）
・協同遊びへの支援（ルールや役割のある遊び、宝探し、鬼ごっこ、リレー、ボール運び　等）
・地域施設などへの社会見学（博物館、美術館、科学センター、工場見学、商業施設へのお買い物　等）
・イベントなどを通した地域との交流（消防イベント、自衛隊イベント　等）

支援方針

1.利用児が日常生活における基本的動作及び知識技能を習得し、並びに集団生活に適応することが出来るよう、利用児の身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じて、適切
かつ効果的な支援訓練を行うものとする。
2.サービスの提供に当たっては、懇切丁寧を旨とし、利用児又は保護者に対し、支援上必要な事項について、理解しやすいように説明を行うものとする。
3.提供する放課後等デイサービスの質の評価を行い、常にその改善を図るものとする。
4.前3項のほか、事業者は、児童福祉法（昭和22年法律第164号）及び大津市児童福祉法に基づく指定障害児通所支援の事業等の人員、設置及び運営に関する基準等を定める条例（平成31
年大津市条例第31号）その他関係法令等を遵守して、事業を実施するものとする。

営業時間 送迎実施の有無
平日 / 14：00～17：00
休日 / 10：00～16：00

主な行事等

季節の行事：節分、ひな祭り、お花見、七夕、BBQ、流しそうめん、夏祭り、プール、ハロウィン、焼き芋、クリスマス、凧あげ、バレンタイン　等
土曜日・長期休暇：外出、買い物、公園遊び、地域のイベント参加　等
その他：お誕生日会、調理、制作、音楽療法、音楽会、避難訓練といったイベントを日々の活動の中で実施しています。

（別添資料１）

家族支援

日々の活動やご家庭での様子を共有できるよう、送迎時に様子の伝達、連絡帳
アプリ（みらいダイアリー）やLINE等のツールを用い情報共有を行います。
個別面談等で、ご家族の不安や悩みをサポートします。また、ご家族のレスパ
イトを目的とし、お弁当箱を洗ってお返しする取り組みをしております。

移行支援

ライフステージの切り替えがスムーズに行えるよう、学校、保護者、その
他関係機関と連携、情報共有しながら支援を行います。
サポートてとて（行動援護、訪問介護）との連携を図り、地域移行への支
援を行います。

地域支援・地域連携

必要に応じて相談支援事業所や障害福祉サービス事業所、学校、他の放課後等
デイサービスとの生活支援や発達支援における連携を図ります。
感染症流行、蔓延時は保健所との連携を図ります。
提携医療機関との連携を図ります。 職員の質の向上

常勤、非常勤共に事業所内研修、外部研修に参加しています。

支　援　内　容

・健康状態の把握（支援中の定期的な健康観察　等）
・健康の増進（野菜の栽培やクッキングを通じた食育　等）
・生活リズムの安定（定時に行う活動、長期休暇時の規則正しい生活の維持　等）
・構造化を意識した部屋のレイアウト・掲示・支援（絵カードや写真などを使った具体的な表示　等）
・基本的生活スキルの獲得（買い物学習、交通ルール・マナーの学習、トイレトレーニング、食事支援、衣服の着脱・調整、物の片付け・整理整頓、防災訓練　等）

・音楽に合わせて体を動かす遊びや運動（音楽会、音楽療法、パラバルーン、ダンス　等）
・姿勢の保持、運動・動作の基本的な技術の向上（食事時の姿勢指導、体幹トレーニング、散歩、遊具遊び、手遊び歌、はさみやのり・ペンなどを使った制作活動　等）
・身体能力の向上（ストレッチ、ラジオ体操、サーキット運動、トランポリン、ボール運び、風船バレー、ビジョントレーニング　等）
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